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表紙●「（公社）岐阜県森林公社　森のジョブス
テーションぎふ」が実施するフォレストワーカー
１年目集合研修の実施状況
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ご自由に お持ちください。

フォレストワーカー研修

ベテラン技術者から指導を受ける新規参入者

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

11月11日㈯～
11月12日㈰

オープンキャンパスin翔楓祭
（森林文化アカデミー学園祭）

岐阜県立森林文化アカデミーは、林業、森林環境教
育、木造建築、木工の分野で活躍できる人材を育成
している専修学校です。入学を検討されている方を
対象に、オープンキャンパスを開催します。
●時間：10:00～16:00
●内容：学校紹介、教員との面談、入試過去問の配布等
●参加費：無料

森林文化アカデミー
（美濃市曽代 88）

森林文化アカデミー
TEL:0575-35-2525

11月18日㈯ 岐阜県伐木安全技術評価会
2023

新規、中堅技術者によるチェンソー操作の安全技術
レベルを評価する大会を開催する。
●時間：9:00～16:00
●定員：ビギナークラス　１０名、
　　　　プロフェッショナルクラス　１０名
　　　　見学者　８０名

美濃市曽代　台山ヒロック

森林経営課 
TEL:058-272-8491

12月8日㈮
狩猟免許試験 

（第一種銃猟、第二種銃猟）

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9:30～17:00
●申込：11/2～11/17
※事前に申請書類等の提出が必要です。

詳しくは右記にお問い合わせください。

恵那総合庁舎大会議室

各地域を所管する県事務所等、または
環境生活政策課 
TEL:058-272-8231

森林・林業関係イベントカレンダー（11～12月）

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8255　森林活用推進課　緑化推進係まで

企業との協働による森林づくり
　県では、県民協働による森林づくりの一環として、「企業との協働による森林づくり」を推進しています。
　令和５年４月から新たに２件の森林づくり協定を締結しました。これにより、協定締結件数は３２件（うち４件は期間終了）となりました。

　令和5年6月14日に、中央可鍛工業株式会社（名古屋市）、土岐市及び岐阜県の3者で、森林づくり協定を締結しました。
　中央可鍛工業株式会社は、国の目標より10年早い、2040年の「カーボンニュートラル」の実現を
宣言しています。日常行動の改善や技術革新などによる二酸化炭素の排出削減や、森林の整備など
に取り組んでいきます。

岐阜久尻　中央可鍛の森

○場　　所：土岐市泉町久尻地内／土岐市有林（面積2.37ha）　
○森の名称：「岐阜久尻　中央可鍛の森」
○協定期間：令和5年6月14日～令和10年3月31日（5年）
○主な活動：苗木の育成（苗木の修復、下刈り）等

○場　　所：関市武芸川町谷口地内／財産区有林（面積15.00ha）　
○森の名称：「きのこの山・たけのこの里の森～明治グループ自然保全区～」
○協定期間：令和5年7月21日～令和10年3月31日（5年）
○主な活動：植栽、下刈り、歩道整備　等

　令和5年7月21日に、明治ホールディングス株式会社（東京都中央区）、関市、南武芸財産区、東武芸財産区、広見財産区、中濃森林
組合及び岐阜県の7者で、森林づくり協定を締結しました。
　明治ホールディングス株式会社は、製品原料として使用する水を100％還元する「ウォーターニュートラル」などの目標を掲げていま
す。「ウォーターニュートラル」の実現に向けた取組みの一つとして、森林づくり活動を実施し、森
林の水源かん養機能の維持・向上に寄与していきます。

31

きのこの山・たけのこの里の森 ～明治グループ自然保全区～32

「岐阜県緑化功労者表彰」及び「岐阜県林業経営コンクール」の表彰式を開催！

　県では、多年にわたり緑化運動の推進や緑化
運動に関する青少年の育成指導等に貢献した個
人・団体を「岐阜県緑化功労者」として、また、
適正な森林管理や、林業技術、経営の改善など
を行う個人・団体を「岐阜県林業経営コンクール」
において、毎年表彰しています。
　このたび、４者（個人・団体）が表彰され、
10月６日に岐阜県庁で表彰式を開催しました。

【被表彰者】

【写真左から】桂川 一二さん（川上まちづくり推進協議会会長）
　　　　　　　細江 忠光さん、久松林政部長、石井 信八さん
　　　　　　　石井 辰規さん、遠藤 政敏さん（福岡財産区議会議長）

●岐阜県緑化功労者表彰      ： 　細江 忠光さん（下呂市）、川上まちづくり推進協議会（中津川市）
●岐阜県林業経営コンクール ： 　石井 信八さん・石井 辰規さん（八百津町）、福岡財産区（中津川市）

●岐阜県緑化功労者表彰について、詳しい内容を知りたい方は  TEL058-272-8255  森林活用推進課緑化推進係まで 　　
●岐阜県林業経営コンクールについて、詳しい内容を知りたい方は  TEL058-272-8491  森林経営課スマート林業推進係まで 
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モニタリング
報告書作成

【制度管理者】岐阜県 林政部 森林活用推進課 森林吸収源対策室　TEL:058-272-1111内線（4346）

  「脱炭素社会ぎふ」・森林吸収量 認証制度（Ｇークレジット制度）が

 令和５年11月 から始まります！   

二酸化炭素の吸収量と排出量の目安

 「脱炭素社会ぎふ」・森林吸収量認証制度（Ｇ－クレジット制度）とは、
岐阜県独自の森林由来のカーボン・クレジット（※1）制度です。県内の適切
に管理された森林による二酸化炭素吸収量を「クレジット」として県が認
証します。

①二酸化炭素吸収量の価値化
　岐阜県の豊富な森林による二酸化炭素吸収量をクレジットとして価値化
②山元への資金還元
　林業事業者、森林所有者の森林整備に対する意欲・関心の向上

①企業価値の向上
　外部資金や人材の確保、取引先との関係構築、他社の製品やサービスとの差別化
②地域貢献
　県内各地の森林づくりを応援、地域密着型の貢献
③脱炭素・SDGs等への取組み
　温室効果ガス排出量のオフセット（カーボン・オフセット（※3））、ＣＳＲ（企業の社会的責任）

制度の
概要

　クレジットの取引で得られた資金を活用し、健全で豊かな森林づくりを
進めることで、森林の二酸化炭素吸収量を維持・増大させるとともに、社
会全体に環境保全活動が広がることで「脱炭素社会ぎふ」（※2）の実現を
目指しています。

制度の
目的

■クレジット創出の意義（山側のメリット）

■クレジット購入の意義（企業側のメリット）

「脱炭素社会ぎふ」の実現に貢献

ク
レ
ジ
ッ
ト
売
却

ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入

・1t-CO2単位で購入できます。
・県内外のどなたでも購入可能です。
・転売はできません。
（有効期限はクレジット購入から5年）

つくりたい方

使いたい方

❶ クレジットをつくる

❷ クレジットを売る／買う

❸ クレジットを使う

平成24（2012）年度以降に「岐阜県環境保全林整備事
業」で施業が行われた岐阜県内の森林（森林経営計画
策定済または策定予定の森林を除く）

・クレジットの取引は、売りたい方（林業事業者等）と買いたい方（企業等）との相対取引（直接取引）が基本です。
・クレジットの情報は、Ｇ－クレジット制度運営事務局のウェブサイトに掲載します。

プロジェクト登録
１
年
目

クレジット認証・発行（認証対象期間：８年間）

審査・登録費用
無料

検証・認証費用
無料

対象となる森林を登録（プロジェクトは原則、市町村単位で登録）

前年度までの森林の成長量を年度単位で認証

プロジェクト
計画書作成

運営認証
委員会

プロジェクト
登録

審査
（書類）➡ ➡ ➡

申請 承認

運営認証
委員会

クレジット
認証・発行

検証
（書類、現地）➡ ➡ ➡

申請 承認

間伐など施業や森林の巡視

令和６年度
本格スタート

○カーボン・オフセット
　・事業活動や、会議・イベント開催で排出される温室効果ガスをオフセット
　・製造などの過程で排出される温室効果ガスをオフセットした製品やサービス
○地域貢献
　・事業所や工場等の所在地域や、その上流域にある県内の森林づくりを応援

２
年
目
以
降

（出典：岐阜県地球温暖化防止・
　気候変動適応計画令和4年度報告書）（国土交通省HPを参考に算出）

事務局Webサイト

問い合わせ先　Ｇ－クレジット制度運営事務局　
　　　　　　　【受付時間】平日（月～金）9:00～17:00　　
　　　　　　　TEL:058-201-5112 / E-mail :gcredit-gifu@g-moriren.or.jp

対象となる
森林

※国の温対法の報告には使用できません。

※１「カーボン・クレジット」とは
企業が森林の保護や植林、省エネルギー機器導入などを行うことで生まれた二酸化炭素などの温室効果ガスの削減効果（削減量、吸収量）をクレジットとし
て発行し、他の企業などとの間で取引できるようにする仕組み

※２「脱炭素社会ぎふ」とは
温室効果ガス排出量が実質ゼロとなり、気候変動の影響に適応した持続可能な社会

※３「カーボン・オフセット」とは
自らの日常生活や企業活動等による温室効果ガス排出量のうち、削減が困難な量の全部又は一部を、他の場所で実現した温室効果ガスの排出削減や森林の
吸収量で埋め合わせること

（出典：岐阜県地球温暖化防止・気候変動適応計画（令和5年３月改訂））

取引したい方

岐阜県内の60年生ヒノキ人工
林1haの二酸化炭素吸収量は
年間約4.3t-CO2

自家用車1台（1万km/年、1人
乗車）の二酸化炭素排出量は年
間約1.3t-CO2

岐阜県内の1世帯の二酸化炭素
排出量は年間約3.3t-CO2

C 0202

C02C02 C

C
二酸化炭素を吸収し、
幹などに蓄えます。
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モニタリング
報告書作成

【制度管理者】岐阜県 林政部 森林活用推進課 森林吸収源対策室　TEL:058-272-1111内線（4346）

  「脱炭素社会ぎふ」・森林吸収量 認証制度（Ｇークレジット制度）が

 令和５年11月 から始まります！   
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②地域貢献
　県内各地の森林づくりを応援、地域密着型の貢献
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制度の
概要
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ク
レ
ジ
ッ
ト
売
却

ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
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プロジェクト登録
１
年
目

クレジット認証・発行（認証対象期間：８年間）

審査・登録費用
無料
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無料
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プロジェクト
計画書作成

運営認証
委員会
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（書類）➡ ➡ ➡

申請 承認

運営認証
委員会

クレジット
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本格スタート
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　・事業活動や、会議・イベント開催で排出される温室効果ガスをオフセット
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　　　　　　　【受付時間】平日（月～金）9:00～17:00　　
　　　　　　　TEL:058-201-5112 / E-mail :gcredit-gifu@g-moriren.or.jp

対象となる
森林

※国の温対法の報告には使用できません。

※１「カーボン・クレジット」とは
企業が森林の保護や植林、省エネルギー機器導入などを行うことで生まれた二酸化炭素などの温室効果ガスの削減効果（削減量、吸収量）をクレジットとし
て発行し、他の企業などとの間で取引できるようにする仕組み

※２「脱炭素社会ぎふ」とは
温室効果ガス排出量が実質ゼロとなり、気候変動の影響に適応した持続可能な社会

※３「カーボン・オフセット」とは
自らの日常生活や企業活動等による温室効果ガス排出量のうち、削減が困難な量の全部又は一部を、他の場所で実現した温室効果ガスの排出削減や森林の
吸収量で埋め合わせること

（出典：岐阜県地球温暖化防止・気候変動適応計画（令和5年３月改訂））

取引したい方

岐阜県内の60年生ヒノキ人工
林1haの二酸化炭素吸収量は
年間約4.3t-CO2

自家用車1台（1万km/年、1人
乗車）の二酸化炭素排出量は年
間約1.3t-CO2

岐阜県内の1世帯の二酸化炭素
排出量は年間約3.3t-CO2
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二酸化炭素を吸収し、
幹などに蓄えます。
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ー 岐阜県木の国・山の国県産材利用促進協定締結者のご紹介 ー

　岐阜県では、「岐阜県木の国・山の国県産材利用促進条例」に基づき、事業者が県と協定を締結し、県産材の利用を促進する構想の
実現に向けて連携して取り組むことで、脱炭素社会の実現や循環型社会の形成、地域経済の活性化を目指しています。

　令和５年７月２７日に第１回目となる協定締結式を執り行い、１５事業者（１４協定）と協定を締結しました。その各協定締結者のご紹介
シリーズ第２弾です。

＜今までの取り組み内容＞
岐阜信用金庫 付知支店は2015年に新

築建て替えを行いました。店舗内ロビーと応
接室床材に地元木材である岐阜県産の東濃
ヒノキを活用し、温かみのある店舗とするこ
とができました。

＜今後の取り組みとして＞
　今後建て替え等の計画がある際は、内装
材に岐阜県産の木材を使用する予定として
います。

＜今までの取り組み＞
●木材利用を推進するための普及・宣伝
●会員等への関連諸制度や技術の紹介
●クリーンウッド法と連携した合法木材の認定
●木質バイオマス燃料の認定
●JAS材の検査及び監査
●木材を利用した新工法等の実証試験　　　
●非住宅木造建築物の相談窓口の設置
　以上のような事業により県民の皆さんの信頼を
得た県産材の利用拡大に努力してまいりました。

　
＜今後の取り組みとして＞
 木製品を利用することで長期にわたり炭素を貯蔵
できること、他の材料を木材に置き換えることで二
酸化炭素の排出を大きく減らすことができること
を、多くの皆さんに理解していただきながら県産材
の利用を推進します。また、地域材の利用は運送時
の二酸化炭素の排出やコストの削減につながるた
め、木材生産者との連携を強め、地域の振興、快適
な街づくりに貢献してまいります。

岐阜信用金庫（岐阜市）

岐阜県木材協同組合連合会（岐阜市） ホームページ
https//gifu-mokuzai.jp

ホームページ　https://www.gifushin.co.jp

展示会での木工教室

「床斜め張り」の強度試験

2
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森林サービス産業

「ぎふ森のある暮らし」の お便り

　令和5年1月に設立された「ぎふ森のある暮らし推進協議会」から「遊び」「学び」「健康」などに森林を活用する「森林サービス産業」に取り
組む会員の活動をご紹介します！
　「森林サービス産業」により、山村地域に新たな雇用と収入機会を創出することが期待されています。

「 トヨタ白川郷自然學校 」第１回

どんな活動をしているのですか？

今後の「森林サービス産業」への期待を教えてください！

　当校は白川村の自然の中で「人づくり」を行うところです。ここでいう人づくりとは子どもたちを育むことだけでなく、
大人が自分の心身をメンテナンスすることも含まれています。自然のことを全身で体感する原体験や、自然の不思議さ
面白さに触れる知的活動、さらに自然の中でのリフレッシュ活動や健康増進活動、そして自身の生活を見つめ直しサス
ティナブルな社会づくりに貢献する未来志向活動などを提供しています。
　敷地は172haでほぼ全域が山林です。100人までの宿泊施設があり、夕食はフレンチを提供。大浴場には温泉を引
いています。合掌家屋も所有しており文化体験の拠点となっています。
　子ども向けの取組で代表的なものは子どもキャンプ。キャンプごとに昆虫や恐竜、登山などのテーマを設けています。
親元を離れ見ず知らずの仲間と過ごすキャンプは、子ども達を大きく成長させます。特に2週間の長期キャンプでの変化
は目を見張るものがあります。
　ご家族やグループでのご利用時は、世代を超えて楽しく自然のなかで過ごすメニューが人気です。ガイドが案内する
森の散策、森や畑から素材を採取するピザづくり、渓流でのイワナつかみと焼き魚体験、夜の森を無灯火で歩くナイトハ
イクなどが人気です。
　修学旅行や企業研修なども、年間を通じて受け入れています。特に企業研修では、登山を活用したグループセッショ
ンが人気です。また近年は、社員の健康増進やメンタルヘルス予防の取組として、クアオルト健康ウォーキングを活用す
ることも増えています。

　岐阜県が、森林サービス産業の先進地として知れ渡れば良いなと思います。しかしその一方で森林サービス産業とい
う言葉が広がることよりも、これによって森と一体になっている各地域が元気になることが大切だと思います。

　ぎふ森のある暮らし推進協議会では、県内で「森林サービス産業」に取り組んでいる/取り組も
うとしている方を会員として募集しております。詳しくは下記までお問い合わせください。

【豊かな森林に囲まれた施設】 【健康増進は社会課題のひとつ】 【原体験は未来を育む】

●ホームページ　トヨタ白川郷自然學校　　　https://toyota.eco-inst.jp/
●連絡先　　　　TEL : 05769-6-1187　　  mail : info@ eco-inst.jp

TEL：058-272-8472　 メールアドレス：c11513@pref.gifu.lg.jp

ぎふ森のある暮らし推進協議会について
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地域の人

～私の中にある愛～

岩本　芽依さん
岩本さん

飛騨高山森林組合　

●
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方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
7
ー
3
3
ー
1
1
1
1
内
線（
4
9
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　飛
騨
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務
所

　林
業
課
ま
で

林　杏実菜（はやし　あみな）さん

側島　優希（）さん

いわ もと め　 い

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111 内線（4412または4413）森林保全課森林管理係まで

保安林制度の概要

　森林には、水を蓄え洪水を防止する機能、土砂の流出や崩壊を防止する機能、森林浴や森林レクリエーションにより心
身をリラックスさせる効果など、様々な働きがあります。このような森林の持つ機能を特に発揮させる必要がある森林を森
林法に基づき保安林に指定しています。

■ 保安林とは

　●立木竹の伐採、立木の損傷、家畜の放牧、下草・落葉・落枝の採取、土石・樹根の採掘、開墾その他の土地の形質の変更
　　※詳しくは最寄りの県農林事務所又は県庁森林保全課森林管理係へお問い合わせください。

　岐阜県には約42万haの保安林がありますが、この保安林を守っていくことが私たちの生活を守ることにもつながり
ます。保安林の適正な管理にご協力ください。

　保安林では、森林の働きを維持するために次のような行為が制限されており、違反すると法律により罰せられる場合があ
ります。

■ 保安林の行為制限

　保安林は、指定の目的によって１７種類に区分されています。
　そのうち、岐阜県内にある保安林は次の９種類です。

●水源かん養保安林
●干害防備保安林
●保健保安林

●土砂流出防備保安林
●なだれ防止保安林
●風致保安林

●土砂崩壊防備保安林
●落石防止保安林
●魚つき保安林

■ 保安林の種類

水源かん養保安林

木材産業DXアドバイザー派遣事業のご紹介

　現在、岐阜県では、林業・木材事業者の事務の効率化、生産効率の向上、情報共有を目

的に、DX（デジタルトランスフォーメーション）に取り組む事業者を支援しています。DXの

取組みを検討している林業・木材事業者の方を対象に、DXの専門家であるアドバイザー

（ITコーディネーター等）からアドバイスをさせていただきます。「DXに興味があるが何をし

たらいいか分からない。」「DXに取り組んでいるが、アドバイザーから話を聞きたい。」等

DXについてお悩みがありましたら、ぜひ本事業の活用をご検討ください。

●お問い合わせ先：岐阜県林政部県産材流通課加工流通係　058-272-8486（直通）

無料（アドバイザーの報償費、旅費については県が負担いたします。）

令和6年1月末（予算額に達し次第受付を終了させていただきます。）

費　  用

申込期限
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何
か
困
っ
た
事
や
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
っ

た
ら
頼
っ
て
頂
け
る
人
材
に
な
れ
る
様
、
頑
張

り
ま
す
。

　

長
期
的
視
点
に
た
っ
た
地
域
の
森
林
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
飛
騨
地
域
の
森
林
整

備
推
進
の
牽
引
者
の
一
人
と
し
て
、
地
域
林
業

の
発
展
の
た
め
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
岐
阜
県
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
を

卒
業
後
、
飛
騨
高
山
森
林
組
合
に
就
職
し
、
森

林
教
室
や
森
林
づ
く
り
の
提
案
、
実
践
す
る
森

林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
る
べ
く
活
動
し
て
い

る
岩
本
芽
依
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

森
林
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
自
然
が
好
き
で
、
地
元
の

高
校
を
卒
業
後
、
美
濃
市
に
あ
る
森
林
文
化
ア
カ

デ
ミ
ー
に
入
学
し
ま
し
た
。　
　

　

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
林
業
を
基
礎
か

ら
学
び
、
造
林
、
育
林
、
測
量
、
森
林
調
査
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
操
作
な
ど
豊
富
な
実
習
な
ど
で
森
林
技
術

を
身
に
付
け
ま
し
た
。

　　

日
頃
の
業
務
内
容
は
？

日
頃
の
業
務
内
容
は
？

　

就
職
し
て
か
ら
３
年
目
と
な
り
、
主
に
森
林
管

理
や
補
助
金
申
請
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
南
支
所
に
異
動
に
な
り
、
現

場
管
理
の
仕
事
を
さ
せ
て
頂
く
機
会
が
増
え
ま
し

た
。
測
量
や
調
査
、
森
林
所
有
者
に
対
し
て
間
伐

等
の
施
業
の
提
案
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
知
識
や
技
術
が
未
熟
な
の
で
先
輩
の
姿
を
見
な

が
ら
、
日
々
学
ば
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
早
く
一

人
前
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
で
の
森
林
教
室
や
、
乗
鞍

岳
ガ
イ
ド
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
乗
鞍
岳
の
森

林
限
界
を
超
え
た
高
山
世
界
は
生
ま
れ
て
初
め
て

で
、
見
た
こ
と
の
な
い
風
景
に
感
動
！
で
し
た
。

　

実
際
に
働
い
た
感
想
は
？

　

飛
騨
地
域
の
山
は
、
急
傾
斜
で
雪
も
多
く
、

最
初
は
歩
く
だ
け
で
大
変
で
し
た
が
徐
々
に
な

れ
ま
し
た
。
先
輩
や
仲
間
に
支
え
て
頂
き
な
が

ら
１
つ
１
つ
の
仕
事
に
責
任
を
持
ち
、
日
々
の

業
務
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
地
元
の
自
然
が
大
好
き
で
す
。

　

地
元
の
環
境
を
守
り
災
害
か
ら
地
域
の
方
々

の
生
活
を
守
る
こ
と
に
携
わ
れ
て
お
り
、
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

森
林
所
有
者
と
話
す
こ
と
が
増
え
て
、
山
に

対
す
る
想
い
が
熱
い
方
々
が
多
く
、
学
生
の
頃

よ
り
も
さ
ら
に
森
林
に
携
わ
る
こ
の
仕
事
が
好

き
に
な
り
ま
し
た
。

　

や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

　
「
林
業
は
過
酷
で
大
変
」
な
仕
事
で
す
。
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ウスタビガ

219

　

朝
晩
冷
え
込
む
季
節
、
茂
っ
た
葉
に

隠
れ
て
な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
ウ
ス
タ
ビ
ガ
の
繭
が
、
落
葉
と
と
も

に
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ウ
ス
タ
ビ
ガ
（R

h
o
d
i
n
i
a
 

f
u
g
a
x

）
の
繭
は
淡
黄
色
～
濃
緑
色

と
変
化
が
あ
り
、
こ
の
色
の
違
い
は
幼

虫
が
繭
を
作
る
時
の
日
光
の
強
さ
や
周

辺
の
葉
の
状
況
が
影
響
す
る
と
さ
れ
ま

す
。

　

繭
の
形
は
上
部
が
直
線
的
に
ジ
ッ

バ
ー
で
閉
じ
た
よ
う
な
形
態
で
、
平
ら

な
部
分
を
押
す
と
パ
ッ
と
口
が
開
き
ま

す
。
下
部
は
す
ぼ
ん
で
お
り
、
底
に
は

水
抜
き
穴
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

ウ
ス
タ
ビ
ガ
と
い
う
和
名
は
繭
の
形

に
由
来
し
ま
す
。
繭
の
壁
面
全
体
が
薄

い
た
め
、
提
灯
を
意
味
す
る
「
手
火
」、

ま
た
足
に
履
く
「
足
袋
」
に
似
て
い
る

と
し
て
、漢
字
で「
薄
手
火
蛾
」と
か「
薄

足
袋
蛾
」
と
記
さ
れ
ま
す
。

　

面
白
い
こ
と
に
、
ウ
ス
タ
ビ
ガ
の
成

虫
は
10
月
下
旬
か
ら
11
月
に
羽
化
し

て
、
昼
間
は
落
葉
途
中
の
雑
木
林
の
中

を
、
夜
は
街
灯
周
辺
で
活
動
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

雄
成
虫
の
翅
は
黄
色
が
か
っ
た
赤
褐

色
で
、
触
角
は
交
尾
す
る
雌
を
探
し
や

す
い
よ
う
羽
毛
の
よ
う
な
櫛
形
を
し
て

お
り
、
一
方
、
雌
は
翅
が
黄
色
で
触
角

は
貧
弱
で
す
。

　

日
本
産
ヤ
マ
マ
ユ
ガ
科
の
成
虫
は
、

雌
雄
と
も
に
口
吻
が
退
化
し
て
い
て
餌

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
成
虫
の

多
く
は
僅
か
10
日
ほ
ど
の
寿
命
で
、
短

時
間
に
効
率
良
く
交
尾
相
手
を
見
つ
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
雌
は

腹
部
の
先
端
か
ら
匂
い
（
性
フ
ェ
ロ
モ

ン
）
を
出
し
、
雄
は
大
型
の
触
角
で
雌

の
居
場
所
を
突
き
止
め
交
尾
す
る
の
で

す
。

　

ウ
ス
タ
ビ
ガ
の
幼
虫
は
な
か
な
か
の

役
者
で
、
食
樹
木
の
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ

の
葉
の
形
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
ま
た

体
色
は
全
体
的
に
は
緑
色
で
す
が
、
体

の
側
面
の
気
門
下
線
を
境
に
、
背
側
は

黄
緑
色
で
腹
部
は
深
緑
色
に
分
か
れ
ま

す
。
幼
虫
は
樹
上
で
ぶ
ら
下
が
っ
て
い

る
状
態
が
多
い
た
め
、
腹
面
が
上
で
背

面
が
下
と
な
り
、
葉
の
表
裏
の
色
が
違

う
よ
う
に
緑
色
の
濃
淡
の
違
い
を
擬
態

し
て
い
ま
す
。

　

特
徴
的
な
の
は
4
齢
幼
虫
・
5
齢

幼
虫
・
前
蛹
の
体
に
触
る
と
、
前
胸
と

中
胸
の
間
を
擦
り
合
わ
せ
て
「
キ
ュ
ー

キ
ュ
ー
」
と
音
を
出
す
こ
と
で
す
。

　

最
近
で
は
「
蛾
」
と
言
う
だ
け
で
、

多
く
の
人
た
ち
か
ら
「
気
持
ち
悪
い
」

な
ど
と
一
方
的
に
毛
嫌
い
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
一
昔
前
に
は
カ
イ
コ
ガ

（B
o
m
b
y
x
 
m
o
r
i

）
を
利
用
し

た
養
蚕
が
日
本
の
農
家
を
支
え
て
い
ま

し
た
。

　

野
生
の
蛾
は
繁
殖
率
が
低
く
、
近
年

で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
晩
秋
の
森
で
ウ
ス
タ
ビ
ガ
の
繭

を
見
つ
け
た
ら
、
こ
う
し
た
蛾
を
い
つ

ま
で
も
見
ら
れ
る
自
然
を
引
き
継
げ
る

よ
う
に
何
か
行
動
を
起
こ
し
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

ウスタビガの繭
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

―新種のゾウムシ発見、そんなこともあったな― 【第388回】

９月 11日（月）午前 9時。スマホを見たら県職先輩のT氏
から電話が入っていた。日付は昨日の午前 10時。T氏には久
しく会っていない。何だろう。ひょっとしたら不幸な話ではな
いか。そんな気がした。すぐに電話。すると T氏の声。「岐阜
新聞読んだよ。それにしてもすごいね。どこに元気があるの
……」。いろいろ話をした。その時「また物忘れ病がでた」と
自戒。というのは 8月中旬に岐阜新聞の取材を受け、その記事
が 8月 11日に載ると聞いていたからである。どんなことが書
いてあるのだろう。自分のことなので早く読みたかった。コン
ビニへ行った。ところがコンビニでは、当日の新聞を売るだけ
で、残りはすべて返却するという。別のコンビニでも同じであっ
た。つまり当日の新聞しか購入できないのである。近所の人に
聞いてみたけど、どこにもなかった。困っていた時、助け舟？。
知人が掲載された記事をスマホで送ってくれたのである。その
記事を読んで「新聞記者はすごい。まさに文章のプロだ」と思っ
た。午後になったら新聞をいただいたり、電話があったりした。
この時、新聞の報道力、その効果は大きいと痛感した。

×　　×　　×　　×
当初、岐阜新聞では自宅の標本室で取材をしたいとのことで
あった。しかし、部屋は足の踏み場がないくらいぐしゃぐしゃ。
私は固辞した。取材を受けないとも言った。それで山林協会で
取材を受けることになったが今となっては良かったと思ってい
る。副会長が私の忘れていることを調べてくれたからである。
記者は女性。40歳前後に見えた。穏やかな声で「あなたはこ
のシリーズを長く続けてみえますが、文章を書くのが好きなの
ですか」。思いもしない質問だったので、「大嫌いです」。記者
は笑み。それからは新聞記者の得意な文章の話になった。私は、
初めのころは原稿を提出すると、審査委員から「よく理解でき
ない。書き直し」と厳しい返事が来た。これが毎回続いたので、
原稿を書くのが嫌というか、怖くなってきた。それがあるとき、
「今回はよくできているよ。書くコツが少しわかってきたよう
だな。期待しているよ」と返事が来た。嬉しかった。胸が熱く
なった。今思えばこの厳しい編集者のお陰で現在まで書き続け
ることが出来たのだと、感謝している。記者は虫のこと以外に、
家族のこと、趣味、好きな食べ物などいろいろなことを聞いて、
メモをしていた。これで記者はどのようにまとめるのか興味深
かった。それが誰が読んでもわかるように書いてあった。「あ
の雑談のような話から、このような記事が書ける」。さすがプ
ロだと痛感した。

×　　×　　×　　×
取材が終わった後、私は記者に「毎日、毎日文章を書いてい
て嫌になることはありませんか」とたずねた。私自身、高齢に

なってから書くのが嫌になってきたからである。「ありません。
仕事ですから」と記者。「仕事か。なるほどなー」と思った。
そういえば、私の若いころは書くのが嫌ではなかった。これは
仕事として書いていたからだ。そんな気がした。それが歳とと
もに嫌になってきた。止めようかと思う日々である。しかし、
長年続けてきた山虫をやめるのはさびしい。楽しみにしている
人もいるからである。それでこの原稿は「私の仕事」、それも「最
後の仕事」と決めて書き続けようと思っている。記者からは良
いことを聞いたと感謝している。

×　　×　　×　　×
私は今までに何回も新聞の取材を受けたことがある。その記
事は保管しているが、多くは紛失してしまった。そこで今回の
記事は本誌に載せておくことにした。こうすればいつまでも残
るからである。その記事は次の通り。

虫と森林の魅力を発信
虫と森林に携わり 60 年。県山林協会が道の駅などに置く
月間機関誌「森林のたより」の連載「山のおじゃまむし」は
1987 年に始まり、最新号で 386 回を数える。文章を書くの
はそれほど得意ではなく「こんなに長く続くとは」と言うが、
昆虫の知識はもちろん、近年では自身の子や孫とのエピソード
などもつづり、人柄がにじむ、と愛読者も多い。高山市に生ま
れ虫捕りで遊んだ幼少期。県林業試験場で森林病害虫獣を研究、
成果を評され林野庁長官賞や県知事賞を受けた。ゾウムシに魅
了され、国内に生息するだけで千を超えるうちの 7種を発見。
「ノヒラカレキゾウムシ」など自身の名を冠したものも。体長
数ミリのゾウムシを顕微鏡で観察、新種に出合うと「見たこと
ない、とピンとくる」と語る。『害虫』などいない。みな自然
の一員としてそれぞれの働きをしている」としみじみ考えるよ
うになったのは最近のこと。「虫から教えられたことがたくさ
んある。自然界の奥深さを伝えたい」。連載執筆とともに、ま
だまだ虫を追い続ける。
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●その他のお問い合わせは TEL 058-272-1111 内線（2947） 岐阜県脱炭素社会推進課教育普及係まで

　岐阜県では、森・里・川・海での自然体験や保全活動を通じて、流域のつながりや環境問題について親子で考え、
環境にやさしい行動を学ぶ環境学習ツアーを夏・秋・冬コースで計15回実施する予定です。
　令和５年７月～９月に夏コースを８回実施し、計247名の方に参加いただきました。その中から２コースに
ついて紹介します。

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

6
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

水生生物の観察（R5.8.27）

箱メガネでの長良川調査（R5.9.2）

気分は大学生♪大学生と一緒に絶滅危惧種について学ん
でみよう！「絶滅危惧種ヒメコウホネ」見学と岐阜大学
キャンパス内でなぞときクイズラリー

  コース概要
●「絶滅危惧種ヒメコウホネ」（植物）の観察
●岐阜大学キャンパス内で大学生と一緒になぞとき
　クイズラリー

  感　想
•色々な魚がいて、水の温度が上がると今まで棲んでい
たところに棲めなくなってしまうことが分かりました。

•今、地球温暖化が進んでいて、人間だけでなく他の生
き物にも影響していると知り、自分達一人ひとりがで
きることをする事が大切だと学びました。

清流長良川あゆパークで長良川を調査してみよう！
鮎のつかみ取り体験と箱メガネで水生生物観察会

  コース概要
●鮎のつかみ取りと串うち体験
●箱メガネで川の中の魚を観察し、長良川を調査

  感　想
•岐阜の川はきれいで、長良川の鮎は世界でも自慢でき
る魚であることを学びました。
•鮎を素手で掴み、それを串うちさせてもらい、子どもは
びっくりしていましたが、命を頂くことを学べました。

活かす知恵

と を森林 人

130

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

森
林
・
林
業
に
潜
む
「
喜
び
」
の
見
つ
け
方

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　准
教
授
●
塩
田

　昌
弘

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで
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・
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潜
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

時
、
意
識
的
に
行
っ
た
作
業
は
、
自
分
で
は

見
え
て
い
な
い
「
現
実
」
を
、
関
係
者
の
言

葉
か
ら
、
た
だ
素
直
に
書
き
留
め
て
み
る
こ

と
で
し
た
。
こ
れ
が
「
問
題
」
を
明
確
に
共

有
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
解
決
へ
の
流
れ

が
で
き
ま
し
た
。

　

「
現
実
」
は
、
同
僚
や
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
、

後
工
程
の
方
の
何
気
な
い
所
作
の
中
な
ど
、

他
者
の
中
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
が
今
整
理
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
「
理
想
」
と
「
現
実
」
は
、
森
林
作
業
道

に
つ
い
て
で
す
。
「
理
想
」
は
、
そ
の
道
が
あ

る
こ
と
で
、
普
通
に
森
林
に
通
え
、
通
う
人

が
山
の
魅
力
を
発
見
し
、
森
林
の
整
備
が
進

む
こ
と
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
現
実
」
を
見
つ
め

直
し
、
今
の
自
分
に
で
き
る
森
林
へ
の
恩
返

し
を
模
索
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
森
林
作
業
道
、
ど
ん
な
存
在

に
な
っ
て
い
ま
す
か
、
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

森
林
・
林
業
に
携
わ
る
中
の
「
喜
び
」
ど

ん
な
時
に
感
じ
て
い
ま
す
か
？
そ
し
て
、
そ

の
喜
び
は
、
継
続
し
て
い
ま
す
か
？

　

私
は
、
今
ま
で
ロ
グ
ハ
ウ
ス
職
人
、
素
材

生
産
現
場
の
作
業
員
、
森
林
管
理
会
社
の
技

術
者
と
い
う
立
場
で
計
23
年
、
木
材
や
森
林

に
関
わ
る
仕
事
に
就
い
て
き
ま
し
た
。

　

思
い
起
こ
す
と
、
心
躍
る
喜
び
を
感
じ
た

瞬
間
が
何
度
か
あ
り
、
そ
の
瞬
間
の
お
か
げ

で
、
今
も
森
や
木
に
感
謝
し
な
が
ら
働
け
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

２０
代
、
短
く
伐
っ
た
丸
太
や
角
材
の
元
と

末
を
見
分
け
た
く
て
、
山
に
入
り
木
を
観
て

い
た
時
、
節
で
見
分
け
ら
れ
る
よ
う
な
気
が

し
て
仮
説
を
立
て
、
製
材
し
な
が
ら
、
そ
の

確
か
ら
し
さ
を
発
見
し
た
時
の
こ
と
、
報
告

す
る
と
、
元
末
を
そ
ろ
え
る
時
の
迷
い
が
一

つ
消
え
る
と
、
返
っ
て
き
た
同
僚
の
笑
顔
。

　

30
代
、
広
葉
樹
造
材
後
の
残
材
の
多
さ
に

〝
も
っ
た
い
な
い
〟
を
感
じ
て
い
た
時
、
エ

ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
る
最
終
製
品
の
寸
法

と
、
後
工
程
の
製
材
作
業
を
知
っ
た
上
で
、

造
材
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
曲
が
っ
た
広

葉
樹
を
目
の
前
に
、
理
想
は
直
１
・
６
ｍ
、

最
短
尺
な
ら
１
・
２
ｍ
と
計
算
し
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
回
し
た
瞬
間
、
造
材
し
た
丸
太
と

重
な
っ
て
見
え
た
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
笑

顔
。

　

森
林
管
理
の
仕
事
に
就
い
て
一
年
目
に
感

じ
た
「
現
場
で
働
く
人
は
一
年
中
働
け
る
の

に
、
な
ぜ
、
年
間
を
通
し
て
事
業
発
注
し
な

い
の
か
？
」
長
年
、
課
題
に
思
い
続
け
て
い

ま
し
た
が
、
年
間
を
通
し
て
事
業
発
注
す

る
メ
リ
ッ
ト
を
、
分
か
り
易
く
伝
え
ら
れ
る

数
字
を
思
い
付
き
、
関
係
者
と
共
有
す
る
こ

と
で
、
解
決
へ
の
道
筋
が
見
え
た
40
代
の
瞬

間
。

　

ど
れ
も
、
些
細
な
瞬
間
で
す
が
、
私
の
心

は
弾
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
瞬
間

の
お
か
げ
で
、
今
ま
で
森
林
・
林
業
に
関
わ

る
仕
事
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

な
ぜ
、
あ
ん
な
に
嬉
し
か
っ
た
の
か
？

先
の
例
の
共
通
点
は
、
「
自
分
の
変
化
（
成

長
）
」
「
効
率
の
向
上
」
そ
し
て
「
他
者
の

笑
顔
」
で
し
た
。

　

一
方
、
決
定
的
な
違
い
も
あ
っ
て
、
前
２

例
は
、
好
奇
心
の
ま
ま
に
動
い
た
偶
然
の

産
物
。
最
後
の
例
は
、
掴
み
に
行
っ
た
「
喜

び
」
で
し
た
。

　

「
問
題
」
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
は
、
「
理
想
」
と
「
現
実
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

潜
む
「
問
題
」
を
顕
在
化
し
、
解
決
で
き
る

課
題
を
一
つ
一
つ
実
行
す
る
こ
と
。
よ
く
知

ら
れ
た
手
法
で
す
が
、
私
は
こ
の
「
現
実
」

を
観
る
の
が
苦
手
で
す
。
思
い
込
み
が
邪
魔

し
た
り
し
ま
す
。
で
す
の
で
、
最
後
の
例
の
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樹木のことを学ぶ様子

　ぎふ木遊館では、木製大型遊具や木のおもちゃで楽しく木にふれあってもらうこと以外に、土日・祝日を中心に、季節に合っ
た遊びや木のものづくりなどの木育プログラムを開催しています。
　今回はその中の「葉脈標本を焼き物で作ってみよう」と「わらべうた産後ダンス～杉に囲まれて～」の２つをご紹介します。

葉脈標本を焼き物で作ってみよう
　講師はぎふ木育協会の大野裕之さん。採取した葉っぱの葉脈を粘土に写し、焼き物を作っていきます。陶芸家でもある大野
さんの“陶芸”と“木育” どちらも楽しめる贅沢なプログラムです。
　最初に今日の流れや葉っぱを採取する際の注意事項を聞いて、いざ葉っぱの採取へ出発！！樹木の観察を楽しみつつ、いろん
な形や大きさがある葉っぱの中から、皆さん悩みながら、好きな葉っぱを選んでいました。
　木工室へ戻って、粘土をこねて、どのように葉っぱを並べようか楽しみながら考えて、葉脈を粘土に写していきました。
　葉脈標本は、講師の大野さんが焼き上げ、2か月後にお渡しとなります。出来上がった葉脈標本と2か月後のぎふ木遊館の樹木
を見比べて、季節の移ろいを感じていただけるといいなと大野さんは話されていました。
　大野さんの話は樹木の話だけではなく、そこに関係している虫の話や、陶芸で使う土の話もあり、いろんなことが木育と関わっ
ていると気づかせてくれる素敵なプログラムでした。　
　参加者からは「木遊館にある樹木の事を学びながら制作できて良かった」「土ができる工程も知ることができて良かった」等
感想をいただきました。　

葉脈を粘土に写す作業 葉脈標本の完成品

ダンスを楽しむ参加者

わらべうた産後ダンス～杉に囲まれて～
　講師は NPO 法人岐阜県木育推進協議会の三宅一乃さん。赤ちゃんを抱っこしたお母さんがわらべうたに合わせて体を動かし
ます。
　赤ちゃんひろばの無垢でやわらかなスギのフローリング等、木に囲まれた癒しの空間でリフレッシュできる「わらべうた産後ダ
ンス」は毎月人気のプログラムです。
　始めに抱っこ紐で赤ちゃんを抱っこします。少しずつ練習をしながら、わらべうたに合わせてダンスをします。赤ちゃんはゆら
ゆらとしているうちに心地よい眠りについていました。お母さんたちも忙しい日々を過ごされ、普段あまり運動できていないとの
ことで、「わらべうた産後ダンス」で体を動かすことで気分がリフレッシュでき、終わる頃にはおだやかな表情をされていました。
　講師の三宅さんの優しい物腰も相まって、終始ゆっくりとした優しい時間が流れており、無垢のスギの温かみのある赤ちゃん
ひろばに合った親子向けのプログラムでした。
　参加者からは「母子共に気分転換ができて良かった」「久しぶりに体を動かすことができて良い運動になった」「参加者と交
流することができ、ママ友ができて良かった」等感想をいただきました。

交流を楽しむ様子 お母さんもお子さんもリラックス♪
morinosHP YouTube

 「morinosチャンネル」

連携プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（愛称morinos）で実施している連携プログラムについてご紹介します！

上映会の風景 上映後の「とえっくらじお」収録風景

＜映画「自由な学校」上映会＆「自由な場づくり」のためのワークショップ＞
　morinosでは、野外保育・教育への機運の高まりを受け、指導者育成の一環として、教育的なプロ
グラムも開催しています。近年、保育に自然を取り入れようとする動きが出てきていることもあり、今
回は、老舗フリースクール“自然スクール「トエック」”の方々を講師にお招きし、みのインタープリ
タークラブ（M.I.C）との連携プログラムを開催しました。

　今や全国からの移住入学者急増中の徳島県阿南町にある“自然スクール「トエック」”。1日目は、田
んぼの中の自由な学校を卒業した斎藤千夏さんが自ら監督となり、母校「トエック」の人々を撮影した
ドキュメンタリー映画「自由な学校」の上映会。2日目は、「トエック」を40年近く牽引してきた代表の
伊勢達郎さん、中本桂子さん、渡邊有紀さんを講師にお招きした、「自由な場づくり」のための基本と
なる安心安全な場づくりのためのコミュニケーションワークの研修会。2日間に渡る贅沢なプログラム
を開催しました。

　上映会には、80名が参加。自然いっぱいの中、自分のペースで「あせらず、欲張らず」やりたい事をやる。遊びが学びとなり、学
びが遊びとなる。教育って学校ってなんだろうと考えさせられるものでした。しかも今回は、「出張とえっくらじお」として、ふりか
えりの様子をそのまんま公開型でラジオ収録してしまおうという、新たな試みに挑戦しました。（「トエック」では、「とえっくらじ
お」という毎月2回1時間ほどの時間で、様々な質問に答えていくネットラジオを配信しています。）

　ワークショップは、通常は2～3日くらいかけてやるような研修を、ギュッと凝縮した形での開催。朝9時半から夕方17時ごろま
でと、なかなかハードではありますが、これほど贅沢な講師陣での開催は滅多にないと思われたのでしょう、４０名を超す方々が
参加してくださいました。
　午前中は、伊勢さんからのレクチャーとワーク。「過不足のない関わり方」「共感」「聴く」
ことについてお話を聞き、会話をキャッチボールに見立ててのワークを行いました。午後から
は、「現場の悩みをリアルに体感」「聴くワーク（応答練習）」「グループカウンセリング」の
３チームに分かれての時間。ほとんどの参加者が現場であったり、子育て中であったりするの
で、まさにリアルな課題を抱えての参加。それだけに深い学びや気づきがあったようです。

　今回の上映会やワークショップで感銘を受けた人が、岐阜県内で新たな動きを生み出して
くれる。なんてことがあったらうれしいです。

morinos HPでは、こうしたプログラムから日常風景まで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、動画ＹｏｕTｕｂｅをご覧ください。

ワークショップの風景
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

連携プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（愛称morinos）で実施している連携プログラムについてご紹介します！

上映会の風景 上映後の「とえっくらじお」収録風景

＜映画「自由な学校」上映会＆「自由な場づくり」のためのワークショップ＞
　morinosでは、野外保育・教育への機運の高まりを受け、指導者育成の一環として、教育的なプロ
グラムも開催しています。近年、保育に自然を取り入れようとする動きが出てきていることもあり、今
回は、老舗フリースクール“自然スクール「トエック」”の方々を講師にお招きし、みのインタープリ
タークラブ（M.I.C）との連携プログラムを開催しました。

　今や全国からの移住入学者急増中の徳島県阿南町にある“自然スクール「トエック」”。1日目は、田
んぼの中の自由な学校を卒業した斎藤千夏さんが自ら監督となり、母校「トエック」の人々を撮影した
ドキュメンタリー映画「自由な学校」の上映会。2日目は、「トエック」を40年近く牽引してきた代表の
伊勢達郎さん、中本桂子さん、渡邊有紀さんを講師にお招きした、「自由な場づくり」のための基本と
なる安心安全な場づくりのためのコミュニケーションワークの研修会。2日間に渡る贅沢なプログラム
を開催しました。

　上映会には、80名が参加。自然いっぱいの中、自分のペースで「あせらず、欲張らず」やりたい事をやる。遊びが学びとなり、学
びが遊びとなる。教育って学校ってなんだろうと考えさせられるものでした。しかも今回は、「出張とえっくらじお」として、ふりか
えりの様子をそのまんま公開型でラジオ収録してしまおうという、新たな試みに挑戦しました。（「トエック」では、「とえっくらじ
お」という毎月2回1時間ほどの時間で、様々な質問に答えていくネットラジオを配信しています。）

　ワークショップは、通常は2～3日くらいかけてやるような研修を、ギュッと凝縮した形での開催。朝9時半から夕方17時ごろま
でと、なかなかハードではありますが、これほど贅沢な講師陣での開催は滅多にないと思われたのでしょう、４０名を超す方々が
参加してくださいました。
　午前中は、伊勢さんからのレクチャーとワーク。「過不足のない関わり方」「共感」「聴く」
ことについてお話を聞き、会話をキャッチボールに見立ててのワークを行いました。午後から
は、「現場の悩みをリアルに体感」「聴くワーク（応答練習）」「グループカウンセリング」の
３チームに分かれての時間。ほとんどの参加者が現場であったり、子育て中であったりするの
で、まさにリアルな課題を抱えての参加。それだけに深い学びや気づきがあったようです。

　今回の上映会やワークショップで感銘を受けた人が、岐阜県内で新たな動きを生み出して
くれる。なんてことがあったらうれしいです。

morinos HPでは、こうしたプログラムから日常風景まで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、動画ＹｏｕTｕｂｅをご覧ください。

ワークショップの風景
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木造化

中津川市福岡1番地22

木の香る
ぎふの施設

128

施設の経緯
　福岡小学校は、福岡地域内の複式学級の解消、また、国が
示す義務教育における適正な学級・学年数の確保を主な目
的として建設しました。
　岐阜県産木材・中津川市産木材をふんだんに使用し、木の
香りが漂う、あたたかみのある校舎です。
　校舎は、進学先である中学校に隣接しており、渡り廊下で
繋がっています。小学校と中学校の交流として、新校舎には
家庭科室を整備しておらず、授業の際は中学校の家庭科室を
利用します。
　

　１階と2階にあるメディアの森は、学習成果の展示・発表
や地域の歴史・文化の展示など、学年間の交流や学びのス
ペースとして活用できます。

中津川市立福岡小学校

施設の概要

事業主体 中津川市

事業年度 令和４年度

構造
延床面積

木造（一部鉄骨造）　地上２階建て
3,944㎡

施設用途 小学校

助 成 額

国補：558,354千円（公立学校施設整備費負担事業）
　　　  95,703千円（学校施設環境改善交付金事業）
県補：  30,000千円（木の香る快適な公共施設等整備事業）
　　　　 4,620千円（ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業）

木材使用量
使用樹種

1124.69㎥（うち県産材使用量946.24㎥）
ヒノキ、スギ

株式会社石本建築事務所

1,667,490千円（建築主体工事）全体事業費

設 計 者

中島・岡山特定建設工事共同企業体
ミリオン電工株式会社

令和3年9月22日～令和5年7月7日

施工業者

工　　期

■問い合わせ先
　中津川市教育委員会事務局施設計画推進室
　ＴＥＬ ０５７３－66－1111

ここに注目！！

　ぎふの木の香りとあたたかみにつつまれた校舎の中で元
気に楽しく生活を送っています。

利用者の様子

普通教室

メディアの森

多目的広場

大階段

施設全景

児童が使う学習机の天板
は、中津川市産材のヒノキ
を活用しており、「ぎふの
木で学校まるごと木製品導
入事業」を利用し、導入し
ました。

1階と2階を繫ぐ大
階段は、段差の異な
る2種類のつくりで
す。合唱をする壇上
として活用すること
ができます。

学校のシンボルツ
リーは、樹齢50年を
超える地元産ヒノキ
です。通し柱が8本
立ち、天井までのび
ています。

森
林
研
究
所
●
水
谷 

和
人

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

国
産
黒
ト
リ
ュ
フ
を
接
種
し
た
コ
ナ
ラ
を

植
栽
し
て
七
年
目
の
状
況
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森
林
研
究
所
ま
で

国
産
黒
ト
リ
ュ
フ
を
接
種
し
た
コ
ナ
ラ
を

植
栽
し
て
七
年
目
の
状
況

図１　黒トリュフ

図２　植栽７年目のコナラ

図３　トリュフ菌根の形成状況
根棒状の根がトリュフの菌根（矢印）

以
外
の
菌
根
も
混
在
し
ま
し
た
が
、
栽
培

化
へ
の
第
一
歩
と
な
る
菌
根
形
成
に
成
功

し
ま
し
た
。

植
栽
後
七
年
目
の
状
況

　

植
栽
後
七
年
目
の
コ
ナ
ラ
は
、
大
き
な

も
の
で
樹
高
６
ｍ
を
超
え
ま
し
た
（
図

２
）。
七
年
目
の
令
和
五
年
八
月
に
石
灰
施

与
区
で
、
直
径
約
五
㎝
、
深
さ
二
十
㎝
の

穴
を
各
一
ヶ
所
掘
っ
て
土
壌
を
採
取
し
、

そ
の
中
に
存
在
す
る
コ
ナ
ラ
の
根
を
顕
微

鏡
で
観
察
し
ま
し
た
。

　

石
灰
施
与
区
の
四
月
及
び
七
月
植
栽
に

は
、
い
ず
れ
も
黒
ト
リ
ュ
フ
の
菌
根
が
形

成
し
て
い
ま
し
た
（
表
１
）。
採
取
し
た

土
壌
内
の
コ
ナ
ラ
の
根
は
ト
リ
ュ
フ
の
菌

根
で
占
め
ら
れ
（
図
３
）、
そ
れ
以
外
の
菌

根
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

背
景
と
目
的

　

ト
リ
ュ
フ
は
、
世
界
三
大
珍
味
で
知
ら

れ
る
高
級
食
材
で
、
ブ
ナ
科
樹
木
な
ど
に

共
生
し
て
菌
根
を
作
る
地
下
性
の
キ
ノ
コ

で
す
（
図
１
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
一

部
の
黒
ト
リ
ュ
フ
で
感
染
苗
木
に
よ
る
人

工
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国
に

も
ト
リ
ュ
フ
が
自
生
し
ま
す
が
、
国
内
で

採
取
さ
れ
た
ト
リ
ュ
フ
の
栽
培
は
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
簡
易
な
方
法
で

短
期
間
に
国
産
ト
リ
ュ
フ
の
人
工
栽
培
化

を
図
る
た
め
、
黒
ト
リ
ュ
フ
を
接
種
し
た

大
き
な
コ
ナ
ラ
苗
木
を
苗
畑
に
植
栽
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
植
栽
後
七
年
目
の
コ

ナ
ラ
の
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

コ
ナ
ラ
の
植
栽
と
四
年
目
の
状
況

　

平
成
二
十
八
年
四
月
と
七
月
に
、
市
販

の
二
年
生
コ
ナ
ラ
苗
木
（
苗
高
約
八
十
㎝
）

の
根
を
、
国
内
で
採
取
し
た
黒
ト
リ
ュ
フ

の
胞
子
懸
濁
液
に
浸
漬
し
た

後
、
苗
畑
に
設
置
し
た
石
灰

施
与
区
と
無
施
与
区
に
各

十
四
本
植
栽
し
ま
し
た
。

　

植
栽
後
四
年
目
の
結
果

は
、
森
林
の
た
よ
り
8
0
6

号
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
黒

ト
リ
ュ
フ
の
菌
根
は
石
灰
施

与
区
に
の
み
形
成
し
ま
し
た

（
表
１
）。
根
に
は
ト
リ
ュ
フ

ら
、
石
灰
施
与
区
の
コ
ナ
ラ
に
は
ト
リ
ュ

フ
の
菌
根
が
安
定
し
て
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
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普及コーナー

可茂地域における広葉樹林整備について

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
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5
7
4
ー
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ー
３
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１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

　可
茂
農
林
事
務
所
ま
で

林業普及指導員　井田　琢也
■可茂農林事務所　林業課

　
前
回
は
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
＝
良
い
農
業
の
実

践
」を
、大
ま
か
に
紹
介
し
ま
し
た
。
で
は
、

ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？
極
々
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
あ
る
き
の
こ
生
産
者
は
、
こ
れ
ま
で
管

理
者
だ
け
が
把
握
し
て
い
た
生
産
手
順

を
、
文
書
に
し
て
、
作
業
者
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
備
え
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
作
業
者
も
手
順
を
正
し
く

理
解
し
、
こ
れ
ま
で
は
「
次
は
こ
れ
か

な
？
」
と
気
づ
い
て
も
管
理
者
の
指
示

待
ち
だ
っ
た
も
の
が
、
自
発
的
に
行
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
き
の
こ
で
起
き
る
ク
レ
ー
ム
に
キ
ノ
コ

バ
エ
の
混
入
が
あ
り
ま
す
が
、
き
の
こ

の
性
質
上
農
薬
は
使
わ
ず
に
発
生
を
防

ぐ
こ
と
が
必
要
で
す
。（
キ
ノ
コ
バ
エ

の
幼
虫
は
、
き
の
こ
の
菌
床
上
で
成
長

し
ま
す
。
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
菌

床
を
お
湯
で
洗
っ
て
除
去
す
る
こ
と
が

有
効
で
す
。）

　
あ
る
生
産
者
は
、
こ
れ
ま
で
感
覚
的
に

行
っ
て
き
た
除
去
作
業
を
、
予
防
・
観

察
・
対
応
の
段
階
に
分
け
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
、
作
業
者
と
共
有
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
対
応
遅
れ
な
ど
が
改
善
さ

れ
、
キ
ノ
コ
バ
エ
の
発
生
が
減
少
し
た

そ
う
で
す
。

◎
工
程
上
の
無
駄
の
改
善
や
、
生
産
物
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
構
築
の
た
め

に
、
正
し
く
記
録
を
残
す
こ
と
は
有
効

な
手
段
で
す
。

　
ま
た
、
食
品
安
全
・
労
働
安
全
な
ど
を

確
保
す
る
た
め
、
リ
ス
ク
を
洗
い
出
し

て
、
対
策
を
用
意
す
る
こ
と
も
有
効
で

す
。

　
あ
る
生
産
者
か
ら
は
、「
文
章
に
す
る

の
は
、
と
て
も
大
変
な
作
業
だ
っ
た…

で
も
、
や
っ
て
無
駄
な
こ
と
は
無
か
っ

た
。」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
産
者
は
、「
良
い
き
の
こ
を
消
費
者

に
届
け
た
い
」
と
、
既
に
何
か
し
ら
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
の
取
組
み
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
あ
る
か
ど

う
か
？
ど
ん
な
改
善
が
今
で
き
る
か
？
の

自
己
評
価
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　技
術
普
及
係
ま
で

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
実
践
と
効
果
に
つ
い
て
（
２
）

緊急時に、誰でも対応が取れるように、外国から
実習生がいる農場では、緊急連絡先を母国語でも
表示しています。

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー
　
き
の
こ
通
信

2

組
合
が
取
り
組
む
広
葉
樹
コ
ン
テ
ナ
苗

の
育
成
・
活
用
と
、
原
木
林
造
成
の
た

め
の
植
栽
研
修
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

 

広
葉
樹
コ
ン
テ
ナ
苗
づ
く
り

　

可
茂
地
域
で
は
、
美
濃
加
茂
市
が
中

心
と
な
り
、「
み
の
か
も
定
住
自
立
圏
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
、
そ
の
重
点

事
項
に「
里
山
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」を
位
置
付
け
、
広
葉
樹
の
植
樹
な

ど
里
山
林
を
整
備
す
る
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
当
管
内
で
使
用
さ
れ
る

広
葉
樹
苗
は
他
県
産（
長
野
県
等
）の
裸

苗
が
主
流
で
す
が
、当
事
業
に
お
い
て
、

平
成
27
年
度
か
ら
広
葉
樹
コ
ン
テ
ナ
苗

の
製
造
を
行
い
、
そ
の
苗
を
活
用
し
て

広
葉
樹
の
植
栽
を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
広
葉
樹
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
状
況

・
生
産
者
：
加
茂
山
林
種
苗
生
産
組
合

・
生
産
場
所
：
加
茂
郡
富
加
町
地
内

・
樹
種
：
コ
ナ
ラ
、
ア
ベ
マ
キ

・
概
要
：
令
和
５
年
度
で
９
年
目
と
な

り
ま
す
が
、
昨
年
頃
か
ら
品
質
の
安
定

し
た
苗
木
が
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
生
産
工
程
と
し
て
は
、
10
月

頃
、
近
隣
の
広
葉
樹
林
に
て
ド
ン
グ
リ

を
拾
い
、
苗
畑
と
コ
ン
テ
ナ
を
使
い
コ

ン
テ
ナ
苗
を
造
り
ま
す
。
秋
頃
に
は
、

苗
高
60
～
80
セ
ン
チ
ほ
ど
に
な
り
、
植

栽
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 

美
濃
加
茂
市
内
の
植
栽
地

・
植
栽
場
所　
美
濃
加
茂
市
三
和
地
区

・
植
栽
時
期　
令
和
５
年
３
月

・
面
　
　
積　
１
・
38 

ha

・
植
栽
樹
種　
コ
ナ
ラ
・
ア
ベ
マ
キ

・
状
　
　
況　

現
場
は
、
ヒ
ノ
キ
林
で

あ
っ
た
場
所
を
約
８
割
伐
採
し
、
植
栽

し
て
い
ま
す
。
斜
面
上
方
に
は
コ
ナ
ラ

が
あ
り
母
樹
と
し
て
残
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
７
月
末
に
現
地
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
獣
害
対
策
と
し
て
設
置
し
た
幼
齢

木
保
護
材
か
ら
梢
端
部
が
出
て
い
る
苗

木
も
あ
り
、
全
般
的
に
成
長
が
早
く
、

苗
木
の
成
長
を
阻
害
す
る
下
層
植
生
が

回
復
す
る
前
に
植
栽
し
た
木
が
大
き
く

な
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
た
め
、
現
時

点
で
は
下
刈
り
の
必
要
性
が
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
苗
木
を
育
て

る
際
の
土
、
肥
料
が
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ

苗
と
同
じ
も
の
を
使
用
し
て
お
り
、
肥

料
効
果
が
高
い
た
め
と
考
え
て
い
ま

 

は
じ
め
に

　

当
管
内
は
、
昭
和
初
期
か
ら
の
優
良

な
原
木
し
い
た
け
生
産
地
で
あ
り
、
現

在
も
白
川
町
や
川
辺
町
を
中
心
に
原
木

し
い
た
け
の
生
産
を
生
業
と
す
る
生
産

者
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

　

当
所
は
、
令
和
２
年
度
に「
可
茂
地

域
広
葉
樹
林
整
備
指
針
」を
作
成
し
管

内
の
広
葉
樹
林
造
成
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
、
広
葉
樹
コ
ン
テ
ナ
苗
の

生
産
や
令
和
４
年
度
の
広
葉
樹
植
栽
の

現
状
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

広
葉
樹
に
関
す
る
地
域
の
状
況

　

主
伐
・
再
造
林
の
取
組
み
が
当
管

内
に
お
い
て
も
徐
々
に
進
ん
で
い
る

な
か
、
原
木
し
い
た
け
生
産
者
に
よ

る
し
い
た
け
原
木（
以
下
、「
原
木
」と
い

う
。）生
産
の
た
め
の
広
葉
樹
林
造
成
や

人
家
等
へ
の
日
陰
防
止
対
策
、
ヒ
ノ
キ

等
の
優
良
材
生
産
の
よ
う
な
き
め
細
や

か
な
育
林
作
業
を
敬
遠
す
る
森
林
所
有

者
が
、
植
栽
後
の
手
間
を
極
力
か
け
な

い
森
林
造
成
と
し
て
広
葉
樹（
コ
ナ
ラ
）

を
植
栽
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し

た
。

　

原
木
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原

発
事
故
被
害
の
影
響
に
よ
り
価
格
が
高

騰
し
、
入
手
困
難
な
状
況
が
続
い
て
お

り
、
新
た
な
原
木
入
手
先
を
求
め
る
と

と
も
に
、
管
内
に
お
け
る
原
木
調
達
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
里
山
再

生
と
い
う
視
点
か
ら
、
美
濃
加
茂
市
、

可
茂
森
林
組
合
、
加
茂
山
林
種
苗
生
産

アベマキコンテナ苗　9月状況 コナラコンテナ苗　9月状況
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　可
茂
農
林
事
務
所
ま
で

林業普及指導員　井田　琢也
■可茂農林事務所　林業課

　
前
回
は
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
＝
良
い
農
業
の
実

践
」を
、大
ま
か
に
紹
介
し
ま
し
た
。
で
は
、

ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？
極
々
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
あ
る
き
の
こ
生
産
者
は
、
こ
れ
ま
で
管

理
者
だ
け
が
把
握
し
て
い
た
生
産
手
順

を
、
文
書
に
し
て
、
作
業
者
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
備
え
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
作
業
者
も
手
順
を
正
し
く

理
解
し
、
こ
れ
ま
で
は
「
次
は
こ
れ
か

な
？
」
と
気
づ
い
て
も
管
理
者
の
指
示

待
ち
だ
っ
た
も
の
が
、
自
発
的
に
行
動

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
き
の
こ
で
起
き
る
ク
レ
ー
ム
に
キ
ノ
コ

バ
エ
の
混
入
が
あ
り
ま
す
が
、
き
の
こ

の
性
質
上
農
薬
は
使
わ
ず
に
発
生
を
防

ぐ
こ
と
が
必
要
で
す
。（
キ
ノ
コ
バ
エ

の
幼
虫
は
、
き
の
こ
の
菌
床
上
で
成
長

し
ま
す
。
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
菌

床
を
お
湯
で
洗
っ
て
除
去
す
る
こ
と
が

有
効
で
す
。）

　
あ
る
生
産
者
は
、
こ
れ
ま
で
感
覚
的
に

行
っ
て
き
た
除
去
作
業
を
、
予
防
・
観

察
・
対
応
の
段
階
に
分
け
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
し
、
作
業
者
と
共
有
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
対
応
遅
れ
な
ど
が
改
善
さ

れ
、
キ
ノ
コ
バ
エ
の
発
生
が
減
少
し
た

そ
う
で
す
。

◎
工
程
上
の
無
駄
の
改
善
や
、
生
産
物
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
構
築
の
た
め

に
、
正
し
く
記
録
を
残
す
こ
と
は
有
効

な
手
段
で
す
。

　
ま
た
、
食
品
安
全
・
労
働
安
全
な
ど
を

確
保
す
る
た
め
、
リ
ス
ク
を
洗
い
出
し

て
、
対
策
を
用
意
す
る
こ
と
も
有
効
で

す
。

　
あ
る
生
産
者
か
ら
は
、「
文
章
に
す
る

の
は
、
と
て
も
大
変
な
作
業
だ
っ
た…

で
も
、
や
っ
て
無
駄
な
こ
と
は
無
か
っ

た
。」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
産
者
は
、「
良
い
き
の
こ
を
消
費
者

に
届
け
た
い
」
と
、
既
に
何
か
し
ら
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
の
取
組
み
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
あ
る
か
ど

う
か
？
ど
ん
な
改
善
が
今
で
き
る
か
？
の

自
己
評
価
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　技
術
普
及
係
ま
で

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
実
践
と
効
果
に
つ
い
て
（
２
）

緊急時に、誰でも対応が取れるように、外国から
実習生がいる農場では、緊急連絡先を母国語でも
表示しています。

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー
　
き
の
こ
通
信

2

護
材
を
3
種
類
使
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
や
設
置
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
、
隣
接
地
で
コ
ナ
ラ
植

栽
を
行
う
た
め
、
そ
の
作
業
を
担
う
森

林
技
術
者
の
方
も
参
加
し
、
よ
り
実
践

作
業
を
重
視
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。 

今
後
に
つ
い
て

　

当
地
域
は
、
し
い
た
け
原
木
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
か
ら
、
広
葉
樹

植
栽
や
広
葉
樹
コ
ン
テ
ナ
苗
の
育
成
な

ど
へ
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
知
識
と
経
験
を

「
可
茂
地
域
広
葉
樹
林
整
備
指
針
」に
反

映
し
、
地
域
の
広
葉
樹
林
整
備
の
更
な

る
技
術
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

す
。

　

今
後
も
、
経
過
観
察
し
コ
ン
テ
ナ
苗

の
効
果
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

 

広
葉
樹
植
栽
研
修

　

広
葉
樹
植
栽
を
普
及
す
る
た
め
、
管

内
で
植
栽
を
多
数
施
工
し
て
い
る（
株
）

楓
組
の
柘
植
社
長
と
森
林
研
究
所
の
片

桐
専
門
研
究
員
を
講
師
に
招
き
、
令
和

5
年
4
月
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

・
植
栽
地
：
加
茂
郡
白
川
町
黒
川
地
内

・
対
象
：
管
内
の
森
林
組
合
、
植
栽
事

業
者
等

・
植
栽
苗
：
コ
ナ
ラ
コ
ン
テ
ナ
苗

・
獣
害
対
策
：
3
種
類
の
幼
齢
木
保
護

材
を
使
用

・
概
要
：
専
用
器
具
を
使
い
植
栽
す
る

た
め
、
従
来
の
裸
苗
に
よ
る
植
栽
に
比

べ
て
作
業
効
率
が
良
く
、
参
加
者
か
ら

は
広
葉
樹
コ
ン
テ
ナ
苗
を
望
む
意
見
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
齢
木
保

美濃加茂市内の植栽地　R5.6状況

広葉樹植栽研修　R5.4
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国
有
林
の
現
場
か
ら

85

小
林
式
誘
引
捕
獲
法
の

現
地
検
討
会
を
開
催な

」
の
周
囲

に
石
や
誘
引

す
る
た
め
の

餌
を
ド
ー
ナ

ツ
状
に
設
置

し
、
前
足
が

わ
な
に
か
か

り
や
す
く
な

る
よ
う
に
工

夫
す
る
こ
と

で
、
シ
カ
に

警
戒
さ
れ
に

く
く
、
初
心
者
で
も
簡
単
に
効
率
良
く
捕

獲
で
き
る
方
法
で
す
。
餌
次
第
で
イ
ノ
シ

シ
等
の
捕
獲
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

小
林
氏
は
、
こ
の
捕
獲
方
法
の
考
案
・

普
及
の
功
績
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
に
人

事
院
総
裁
賞（
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
国
民
生

活
の
向
上
に
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
、
国
民

の
期
待
に
応
え
た
国
家
公
務
員
を
表
彰

す
る
も
の
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
小
林
式
誘
引
捕
獲
法
の
メ
リ
ッ
ト
】

▽
餌
で
誘
き
寄
せ
て
捕
獲
す
る
た
め
、
け

も
の
道
に
わ
な
を
設
置
す
る
必
要
が
無

く
、
特
別
な
技
術
が
不
要
で
捕
獲
効
率

が
高
い

 

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
樹
木
の
食
害
や
剥

皮
被
害
は
、
確
実
な
再
造
林
や
適
切
な
森

林
整
備
の
実
施
に
大
き
な
支
障
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
被
害
が

進
む
と
下
層
植
生
が
消
失
し
、
土
壌
が
流

出
す
る
な
ど
し
て
森
林
の
有
す
る
公
益

的
機
能
の
発
揮
に
影
響
を
与
え
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
う
し
た
森

林
被
害
の
低
減
に
向
け
て
、
地
域
の
自
治

体
や
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
捕
獲
と

防
護
の
両
面
で
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
捕
獲
面
で
の
対
策
強
化
を
図
る

た
め
、
初
心
者
で
も
簡
単
に
効
率
良
く
捕

獲
が
で
き
る「
小
林
式
誘
引
捕
獲
法
」を

管
内
で
導
入
・
普
及
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
、
捕
獲
方
法
の
発
案
者
で
あ
る
林
野
庁

職
員
の
小
林
正
典
氏
を
講
師
に
迎
え
、
８

月
28
日
に
七
宗
国
有
林
に
お
い
て
、「
小

林
式
誘
引
捕
獲
法
の
現
地
検
討
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

小
林
式
誘
引
捕
獲
法
は
、
シ
カ
が
餌
を

食
べ
よ
う
と
し
て
近
づ
い
た
時
に
、
前

足
を
餌
の
近
く
に
置
く
こ
と
や
石
を
踏

ま
な
い
習
性
を
利
用
し
て
、「
く
く
り
わ

　

今
後
も
、
こ
の
捕
獲
方
法
の
普
及
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
民
国
一
体
と
な
っ
て
ニ

ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策
等
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

▽
車
で
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
場
所
に
設

置
で
き
る
た
め
、
捕
獲
後
の
見
回
り
、

止
め
刺
し
、
運
搬
が
容
易
。
ま
た
、
車

か
ら
確
認
し
や
す
い
た
め
、
安
全
性
が

高
い

▽
け
も
の
道
以
外
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

ク
マ
や
カ
モ
シ
カ
な
ど
の
錯
誤
捕
獲
が

少
な
い

▽
短
期
集
中
で
わ
な
を
設
置
で
き
る
の

で
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
が
大
幅
減

 

こ
の
検
討
会
に
は
、
中
部
森
林
管
理
局

職
員
の
ほ
か
、
県
や
市
町
村
職
員
、
猟
友

会
員
な
ど
64
名
が
参
加
し
、
小
林
氏
が
資

料
を
使
っ
て
捕
獲
方
法
の
説
明
を
行
っ

た
の
ち
、
わ
な
設
置
の
実
演
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
参
加
者
数
名
が
実
際
に
わ

な
の
設
置
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、
く
く
り
罠
の
根
付
け
に
何
が
使
え

る
か
、
季
節
に
よ
り
効
果
に
違
い
が
あ
る

の
か
、
止
め
刺
し
の
方
法
な
ど
様
々
な
質

問
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
検
討
会

に
な
り
ま
し
た
。

捕獲イメージ

小林氏によるわな設置の実演

くくりわな設置の様子バネと踏板を土で隠し、餌を撒いて完成

餌（ヘイキューブ）
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12月号
予定

12月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（220）
●山のおじゃまむし（389）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（129）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 先日、林野庁が開催する高性能林業機械の研修に出席してきまし
た。５日間の研修で、機械の運転や操縦を身をもって体験でき、学び多
き１週間になりました。思い返すと私が森林に携わり始めたのは森林

生態学に関心をもったのがきっかけで、林業を勉強する前は森林の中に無機質な機
械があることに違和感を持ったことを覚えていますが、今回自分で操縦し、改めて林
業機械が林業を支えていることを身に染みて感じました。
それから、研修前、初見の土地で初対面の人達と生活することに身構えてしまい、
こんなことを久しくしていなかったなぁと。。旅先のユースホステルや学生時代の異
郷地でのフィールドワークなど昔のことを思い出して、どこかに押しやられていた
好奇心が蘇ってきたような気がします。いろいろと収穫の多い１週間となりまし
た。 「森林のたより」編集委員　森林経営課　比留間光子

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（131）

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

11月8日㈬～
11月10日㈮

伐木等の業務
(チェーンソー)に係る
特別教育

●講習時間：8日　 学科　8:50~17:10
　　　　　　9日　学･実　8:50~12:00
　　　　　 10日　 実技　 8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

 8 日（学科）・9 日（学 ･ 実）
　ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
10 日（実技）
　㈱木の国　土場 ( 山県市椎倉 203-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

11月14日㈫～
11月17日㈮

フォークリフト運転技能講習

受講資格
自動車普通運転免許所持者

●講習時間：1日目 　　 学科　       8:50~17:05
　　　　　　　  　　　  学科試験　17:10~18:10
　　　　　　2~4日目　実技・試験　 8:00~17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：32,450円(本代含む)（振込み）
●定　員：20名（定員になり次第締め切ります。）

（学科）
　伊自良中央公民館 ( 山県市大門 850-67)

（実技）
　ぎふ農協 旧伊自良共選場 ( 山県市洞田 127-5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

12月6日㈬ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間：学科　 9:00~15:20
　　　　　　実技　15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円(本代含む)(振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

12月13日㈬～
12月15日㈮

伐木等の業務
(チェーンソー)に係る
特別教育

●講習時間：13日　 学科　8:50~17:10
　　　　　　14日　学･実　8:50~12:00
　　　　　   15日　 実技　 8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

13 日（学科）・14 日（学 ･ 実）
　ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
15 日（実技）
　㈱木の国　土場 ( 山県市椎倉 203-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

森林・林業関係イベントカレンダー（11月～12月） 林業者向け
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市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（9月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（9月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

75,000

75,000

80,000

75,000

150,000

91,000

98,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
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　スギ、ヒノキは相変わらず全体的に引き合いは弱い。スギ4ｍ元木、尺
上良材は、応札はあるが材の傷みを懸念し様子見にて弱含み。スギラミナ
向け3ｍ・4ｍ材も弱含み。ヒノキ元木、尺上良材3ｍ・4ｍ役物取りは、様子
見にて弱含み。ヒノキ3ｍ柱取、4ｍ土台取も弱含み。製紙向けパルプ材、
発電向け未利用材ともに原木不足感が強く需要高。（岐阜）

　スギ、ヒノキは相変わらず全体的に引き合いが弱いまま。広葉樹はク
リ、マクルミ、ホウ、ミズメの良材に引き合いが強い。高値はヒノキ4ｍ×
38cm@52,000円、ミズメ2.8m×36cm@43,200円、サクラ
3.2m×28cm@35,000円、マクルミ4m×34cm＠36,400円、クリ
2.1m×44cm＠39,000円。（飛騨）

　ヒノキ３ｍ柱向け（14ｃｍ～24ｃｍ）は、依然荷動き重たく弱含みでの
展開。３ｍ中目材・4ｍ土台向け、中目材はやや動きあり。スギ4ｍ中目、尺
上元木良材は、当用買いが中心のなか買い気は上向き、価格は保合で推
移。3ｍ・４ｍ構造材向けは市中製品価格軟化の影響を受け弱含みで推
移。合板向けは、製品荷動きが鈍く弱基調、原木受入調整は継続している
が、ヒノキについては若干の動きあり。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

木目の美しい木材をスライサー、またはハーフロータリーで薄く剥いた2次加
工向け材料。集成材、合板、MDFなどの表面に接着する。
MDF:中質繊維版。各種の家具用材、造作用、建材として利用されている。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1833回

10月3日

10月4日

10月5日

岐
阜
共
販
所

第1424回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

30㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

22～28㎝梁

30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

5ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

－

－

－

－

20,800

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

52,000

－

－

－

－

33,000

－

－

20,000

－

－

34,000

－

－

－

－

－

－

14,500

14,000

14,500

14,500

12,700

－

20,500

18,800

20,300

19,000

18,700

－

14,000

14,400

12,000

18,000

17,000

18,000

19,000

25,000

14,000

14,000

－

15,000

14,000

14,000

15,000

19,500

19,000

25,000

10,000

19,000

25,000

29,500

－

11,000

第1757回

東
濃
共
販
所

木材市場

396
425
468
－

→
→
→
－

2,481

709

3,528

3,240

12,960

3,000

4,200

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。
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ツキ板
いた

TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター
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